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在芯iin 函館厚生院 9

9

、
生
制
度
を
設
け
て 、
対
象
学
生
の
授
業
料
減
免 、

奨
学
金
貸
与
等
が
内
容
だ 。
締
結
を
契
機
に
人

材
育
成 、
介
護
に
関
心
を
持
つ
中
高
生
へ
の
訴
求

と
い
っ
た
連
携
事
業
も
構
想
し
て
い
る 。

円
を
減
免
C

同
法
人
は
学

は
こ
れ
ま
で
森
町 、
七
飯

締
結
を
機
に
連
携
事
業
た
い」
と
展
望 。
同
校
の

生
に
2
年
間
で
奨
学
金
計

町
な
ど

道
内
22
自
治
体
と

開
を
想
定
し
例
え
ば 、
悪
七
尚
広
校
長
も
人
材
の

1
2
0
万
円
を
貸
与
し 、

協
定
を
結
ん
で
い
る
が 、
同
校
教
員
が
同
法
人
で
研
「
発
掘・
育
成・
教
育・

卒
業
後
3

年
間 、
同
法
人

定
着」
サ
イ
ク
ル

に
勤
務
す
れ
ば
返
済
を
免

山
中

古回
ル
上

へ

H
叫i
4
氷
硲
守
F

化
を
念
頭
に 、「
定

除
す
る 。
町
は
学
生
募
集

着
し
た
職
員
は
後

晨．J

事

業

辰

開

も

構

想

汀
ロ
ー

ル
モ
デ

｀

な、翌
却

モ
デ
ル
と
な

―――て一

社
会
福
祉
法
人
と
結
ぶ
の
修
講
師
を
務
め
る
ほ
か 、
る
人
材
の
養
成
に
共
同
で

·m
事

は
初
め
て 。

同
法
人
職
員
も
同
校
に
出
取
り
組
む
な
ど 、
新
た
な

言

同
法
人
は
函
館
市
と
七
向
し
て
教
育 、
人
材
育
成
連
携
の
在
り
方
を
検
討
し

5

"

え
高

飯
町
で
医
療
機
関 、
特
養 、
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
な
た
い」
と
思
い
を
語
っ
た 。

伽

□

疇
―

よ

養
護
老
人
ボ
ー

ム
等
を
運
ど 、
人
的
交
流
も
視
野
に

今
後
は
介
護
に
関
心
を

こi-
印

営 。
全
国
的
な
人
材
不
足
入
れ
る 。
学
校
で
の
学
び
持
つ
中
高
生
へ
の
ア
ピ
ー

知

調
長

同
様 、
介
護
職
確
保
に
苦
と
現
場
で
の
実
践
の
乖
離
ル 、
協
定
内
容
を
反
映
し

k
田

慮
し
て
お
り 、
同
市
内
で
（
か
い
り）
に
悩
む
卒
業
生
た
経
済
的
支
援
体
制
周
知

□
].'均"\
『

竺 ‘
2
0
2
6
年
4
月
入
唯一
の
介
護
福
祉
士
養
成
も
い
る
こ
と
か
ら 、
教
員
な
ど 、
具
体
的
連
携
を
検

万

喜
学
者
か
ら
適
用
す
る 。

専
門
学
校
だ
っ
た
函
館
臨
が
研
修
講
師
を
務
め
て
溝
討
し
て
い
く 。
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困
り
事
解
決
に
選
択
肢
の
1

つ

ス
会
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霜

□
tll
L

北
広
島
市
介
護
サ
ー

ビ
し
つ
つ 、
利
用
者
か
ら
の
で
最
期
ま
で
暮
ら
し
続
け
る
の
さ
え
1

人
で
で
き
ン
は
温
度
セ
ン
サ
ー

N
H '
·

の
物 、
家
具
を
運
ぶ
ロ
ボ
ッ

ス
連
絡
協
議
会
は「
ミ
ラ
困
り
事
解
決
に「
ス
マ
ー
ら
れ
る
環
境
整
備
と
介
護
ず 、
あ
ら
ゆ
る
日
常
生
活
で
自
動
的
に
運
転
を

事
・，
＂
讀『[]-

·

V

卜
な
ど 、「
健
常
者
の
実

多

イ
と
カ
イ
ゴ
が
変
わ
る
17�
ト
ホ
ー

ム
機
器
も
選
択
肢
離
職
防
止
を
目
的
に
企
画
が
自
由
に
で
き
な
い
悔
し
停
止・
再
開 、
部
屋
温

べ

は
生
活
に
も
役
立
つ」
と
周

ス
マ
ー
ト
ホ
ー

ム
機
器
の
1

つ」
と
呼
び
掛
け
た 。
さ
れ
た 。

さ 、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
度
を一
定
に
保
つ 。

．

，

に
知
し
た 。
会
場
に
は
見
守

＿

丁

展．m
き
た
ひ
ろ」
を
同
市

同
市
に
し
高
齢
者
支
援

自
宅
に
ス
マ
ー
ト

家
電
い
た
と
振
り
返
る 。
現
在
コ
ー

ヒ
ー

を
飲
む
の
j

,'

忌
り
カ
メ
ラ 、
家
庭
用
ナ
ー

内
で
開
い
た 。
脳
出
血
後
セ
ン
タ
ー

が
共
催 。
同
展
約
3
0
0
個
が
あ
り 、
自
は
ス
マ
ー
ト
ホ
ー

ム
機
器
が
日
課
で 、
音
声
認

t
�

•r
』
冒
•-
DDI

ス
コ
ー

ル
な
ど
が
展
示
さ

遺
症
で
左
半
身
に
麻
痺
の
は
介
護
人
材
不
足
の
課
題
身
の
立
ち
上
げ
た
サ
イ
ト

活
用
で 、「
日
常
動
作
を
人
識
で
動
く
指
型
ロ
ボ
ッ
ト
で
き
る
ス
マ
ー
ト
ホ
ー

ム
れ 、
来
場
者
は
利
便
性
を

残
る
藤
川
成
康
銀
座
堂
社
と
な
る
中 、
家
電
を
通
信
や
Y
O
U
T
u
b
e
チ
ャ
に
頼
ら
ず
自
ら
の
意
思
で
を
使
い
ス
マ
ー
ト
ホ
ー

ム
機
器
普
及
を
願
っ
て
お
確
か
め
て
い
た 。

会
福
祉
士
事
務
所（
新
潟
で
つ
な
ぎ 、
住
ま
い
の
利
ン
ネ
ル
で
生
活
ぶ
り
を
紹
行
う 、
自
分
ら
し
い
暮
ら
非
対
応
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー

カ
り 、
要
介
護
高
齢
者 、
障
害

県）
代
表
取
締
役
が
講
演 、
便
性
を
高
め
る「
ス
マ
ー

介
し
て
い
る
藤
川
代
表
取
し
を
で
き
る
よ
う
に
な
っ
ー

を
操
作
で
き
る
と
い
う 。
者
か
ら
相
談
を
受
け
る
機

●
お
こ
と
わ
り

連
載

A
I.
I
O
T
技
術
を
使
ト
ホ
ー

ム」
機
器
活
用
に
締
役 。
麻
痺
の
残っ
た
直
た」
と
胸
を
張っ
た 。

藤
川
代
表
取
締
役
は 、
会
の
多
い
各
専
門
職
に
「
看
取
り
の
介
護
人
類
学」

っ
た
自
身
の
生
活
を
紹
介
よ
り 、
住
み
慣
れ
た
地
域
後
は
部
屋
の
照
明
を
つ
け

例
え
ば 、
自
宅
エ
ア
コ
そ
う
し
た
暮
ら
し
を
実
現
「
ス
マ
ー
ト
ホ
ー

ム
機
器
は
休
み
ま
す 。

授業料減免、奨学4

貸与など学び支t




